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第 3節 本研究の構成 
 























第 3 部第 1 章では、地域社会におけるボランティア活動という啓発的な経験に、自己理
解における自己の評価的側面を取り入れた知的障害特別支援学校高等部の進路学習を取り
上げ、授業的方法に即して検討している。また、第 2 章では、特別支援学校高等部におけ
る、特設された 2 種類の進路学習について、授業的方法に即して検討している。 






























































































第 1章 知的障害特別支援学校高等部における職業教育と卒業者の進路状況の推移 
 















第 2節 知的障害特別支援学校高等部生徒の在籍状況 
 




生徒数の推移を Fig.1-1-2-1 に示した。 
平成 19 年度は 31,730 名、平成 20 年度は 33,785 名、平成 21 年度は 36,276 名、平成 22

































第 3節 知的障害教育に関わる学習指導要領の改訂 
 
平成 19 年に特別支援教育が開始された当時、特別支援学校の教育は、平成 11 年に告示
された盲学校、聾学校及び養護学校学習指導要領（以下、改訂前特別支援学校学習指導要
領）に則り、行われていた。この改訂前特別支援学校学習指導要領の背景となった教育課
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第 4節 知的障害特別支援学校高等部卒業後の進路状況の推移 
 
平成 23 年度に高等部を卒業した知的障害者の進路状況は、就職 27.4％、福祉施設等の利
用 64.8％、進学（高等教育機関及び公共職業能力開発施設等入学を含む）2.66％となって




ービス業」は 1 つの区分であるが、平成 23 年度には「宿泊業、飲食サービス業」を始めと
して 5 つの区分になっている。また、「医療・福祉」の区分は、平成 14 年度には見られな
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文  献 
  Table1-1-4-1 特別支援学校（高等部）卒業者（知的障害）の就職先の産業区分                                           
 






























学校基本調査  > 平成１４年度  > 初等中等教育機関・専修学校・各種学校  > 卒業後の状況調査  > 
養護学校（高等部）
学校基本調査  > 平成２３年度  > 初等中等教育機関・専修学校・各種学校  >卒業後の状況調査  > 
特別支援学校（高等部）
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教育課程の基準の改善について（答申） （平成 10年 7月 29日 教育課程審議会）．
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/old_chukyo/old_katei1998_index/toushin/131
0294.htm（2013 年 1 月 3 日） 
８）文部省（2000）盲学校、聾学校及び養護学校学習指導要領（平成 11 年 3 月）解説 －
総則等編－． 




















第 2章 知的障害特別支援学校高等部生徒の実態と教育課題 
 


































                                            
 
                                        




































































出典 「山梨県教育委員会(2010)第２回山梨県特別支援教育振興審議会 資料」 









ことができるもの（例えば LDI；Learning Disabilities Inventory―LD 判断のための調査
票―）や特徴的な行動の気づきを支援者に促すもの（例えば「気になる」子どもの行動チ



























知的障害特別支援学校に在籍する軽度な知的障害のある生徒 1 名である（以下、A 児と
16 
 







科の具体的内容」１０）、「IEP 初期アセスメント」２０）、及び B 知的障害特別支援学校高等部
生活指導内容表等から選定し、高等部の生徒の実態に即して表現を一部修正した。その上
で、高等部の全教員が、語句や文章の適切さ、文意の重複の有無や明瞭さなど、内容面の
妥当性について検討した。最終的に 206 項目を採用し、それらを 17 の観点に分類した１６）。
生徒の行動特徴の評価にあたっては、各項目について、1 名の指導者が「できる」「できな









等）から 20％（「職業生活」）の幅があった。また「できる」項目が 6 割以上を占める観点




















































          Table1-2-2-2  A 児の行動チェックリストの評価結果                                           
 
 
                                                  
























































































































































































































































































































交流活動          １００％  社会性    ６９％ 
交通ルール         １００％  家事     ６７％ 
ニュース・スポーツへの関心 １００％  余暇活動   ６７％ 
買い物            ８６％   公共機関の利用６３％ 
教科             ８６％   行動管理   ３６％ 
身辺自立                 ８０％   金銭の管理  ３３％ 
外食                  ７５％   職業生活   ２０％ 
移動・交通機関              ７５％   その他     ０％ 
健康                   ７１％ 
 
        Table1-2-2-5 設定された A 児の目指す生徒像                                      
 
                                          
･･･（略）精神的にはこの２年でずいぶん落ち着いてきたが，さらなる安定が望まれる。そのため，A 児か




















































進路学習において設定することが重要であると考える。そこでは A 児のもつ地域での②交通 
機関等を利用しての移動能力が生かせるであろうし，見学や訪問先での会話は A 児が目上の人 
との③話し方や振る舞い方などを学ぶ機会になるのではないかと考える･･･（略） 
                                           
21 
 










































































       Table1-2-2-7 進路指導に関する指導計画と実践の経過                                       
「単元名」 
・学習活動 

































































はないか。職業センターのカウンセラーから得た C さんの情報を学習内容に取り入れたことは，A 児にと
って印象深かったようである。見学の際にもそのことを含めて指導することで A 児の職業センターに対す
る理解がさらに深まるのではないか。 
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援実践事例．福井大学教育実践研究，第 33 号，163-174． 
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第 3章 知的障害特別支援学校高等部教育における進路指導 
 














Table 1-3-1-1 及び Table 1-3-1-2 は、平成 21 年 3 月に告示された特別支援学校高等部学

























































Table 1-3-1-1 平成 21 年度 3 月告示 特別支援学校高等部学習指導要領における進路
指導に関わる記述                                        



































































Table 1-3-1-2 平成 11 年度 3 月告示 盲学校，聾学校及び養護学校高等部学習指導要
領における進路指導に関わる記述                                        































































Table 1-2-2-1 職業教育及び進路指導に関わる施策の計画・実施の主体（大南３２）による）                                   
 
国・都道府県等              各学校              
○学科等の再編成 
 ○各都道府県の協力            ○盲・聾・養護学校の協力 






















第 3節 進路指導における進路学習・キャリア教育 
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一方，A 県では平成 17 年度より障害者雇用関連単独事業として「障害者就業支援事業」















































































Table2-1-3-1 教員とジョブサポーターとの連携による支援に関わる教育計画等の改善・充実                                       
 
200Y 前期 200Y 後期 200Z 前期 200Z 後期 
13:30～打ち合わせ 13:30～打ち合わせ 13:30～打ち合わせ 9:00～打ち合わせ 
14:00～交流 14:00～交流 14:30～交流 11:00～交流 
14:30～担任からの伝達 15:00～担任からの伝達 13:30～担任からの伝達 
引き継ぎの資料 連携ノート 連携ノート 
サポートリスト サポートリスト 
毎日の実習後の協議 
高等部職員の反省会 高等部職員の反省会 高等部職員の反省会 




























































      Table2-1-3-2 実習先の作業内容及びジョブサポーターの支援内容                           
実習時期   200Y 前期    200Y 後期    200Z 前期    200Z 後期 
 
       ①大学       ①リネン業      ①サービス業     ①サービス業 
       封筒へのラベル    タオルを畳む，乾   作業服，事務服    ゴルフ場内の清掃 
貼り，図書への      燥機から取り出す   等のクリーニング   カートの清掃等 
バーコード付け， ②リネン業      ②大学        ②サービス業 
除草作業等     おしぼりを畳む    封筒へのラベル    作業服，事務服等 
      ②交流センター               貼り，図書への    のクリーニング 
        座席清掃，手すり             バーコード付け， 
磨き等                  書類の丁合等 
                    ③リネン業 
                     おしぼり，清拭 
                     タオルの洗濯等 
 
 
①2 グループに分か  ①生徒の作業を見守  ①ポケット内の点検  ①生徒と一緒に清掃 
れての作業で，教   りながら，一緒に   が確実に出来てい   作業に取り組み， 
員に代わって，作   作業する。乾燥機   るかチェックする，  作業の進み具合を 
業の進み具合を確   の開閉には特に注   衣類の区分けの終   確認し，必要に応 
認し，必要に応じ   意を払う。      了などの報告を従   じて助言する等 
て助言する等                業員にできるよう  ②出勤時の健康チ 
       ②生徒と一緒に清掃  ②生徒と一緒に作業   に仲介する等     ェック，衣類の区 
作業に取り組み，   する。おしぼりの  ②2 グループに分か   分けの終了などの 
生徒に質問された   補充や終了の報告   れての作業で，教   報告を従業員にで 
時に，作業内容に   を従業員にできる   員に代わって，作   きるように仲介す 
ついて助言する等   ように仲介する等   業の進み具合を確   る等 
                      認し，必要に応じ 
て助言する等 


































実習では教員とジョブサポーターとがペアになり，3 名あるいは 4 名の生徒を支援するよ















り調査結果の概要                                      
〔ジョブサポーター〕・生徒についてもっと知りたい。 
〔教員〕・ジョブサポーターの参加により，離れた場所にいる生徒への指示，個に応じた指示をすることができた。 
・ジョブサポーターの生徒への関わりが職場の同僚からの関わりのようで好ましい刺激となった。   
・生徒に対する支援の様子を見ていると情報提供が十分でなかったように感じた。   
・事前指導で生徒とジョブサポーターとの活動機会をもっと設定すればよかった。 





































































































        Table2-1-3-5 サポートリスト及び実習記録の書式                                     
〔サポートリスト〕 
○○○○学校 実習生 ○○○○ 
実習の目標と学校での支援 
 生徒の様子 こんな手助けをしてください 
コミュニケーション   
身辺自立（食事・着替え・排泄等）   


























日付 生徒名 作業内容・一日の様子 困ったこと・わからなかったこと 担任のコメント 
     






















実習では教員とジョブサポーターとがペアになり，5 名あるいは 6 名の生徒を支援するよ














ブサポーターと生徒とのマッチングについて検討することの 3 点を確認した。 
 
  Table2-1-3-6 200Z 年度前期就業体験後の高等部職員へのアンケート調査の結果                                              
Q.1 ジョブサポーターの支援について 






















































 Table2-1-3-7 ジョブサポーターと高等部教員による現場実習に対する評価の会の記録    
１）200Y 年及び 200Z 年のジョブサポーターとの連携経過の確認 
200Y 年度から 200Z 年度までのジョブサポーターの支援の記録について教員が説明し，教員とジョブサポーターが，
サポートリストを活用した連携の過程を確認した。 
２）200Z 年後期就業体験に関する連携のポイントの説明 












・連携ノートは，生徒が 5 名いると，当日に受け取って，休憩時間だけで記入するのは困難であった。 






































































「現場実習」という名称は B 校における就業体験の呼称である。B 校の資料については、
校内の呼称名をそのまま使用している。 
 




































16）和歌山県総務部総務管理局財政課（2006）平成 19 年度の予算の概要．  
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第 2節 研究の方法 
1 対象者 
 



































































          Table2-2-3-１  個別の教育支援計画（相談・実習・行動の記録）         
更新（平成  年１月） 

















本人の希望 △△食品のような仕事がいい。（平成 年 7 月）○○商店（平成 年 2 月） 
保護者の希望 一般就労。（平成 年 7 月）  一般就労。本人のやりたい仕事。（平成 年 2 月） 
 
現場実習の記録 
平成 年 ６月（１週間） △△食品：漬け物の袋へのシール貼り（６ｈ） 
平成 年１１月（２週間） □□商店：ダンボール箱の組み立て（６ｈ） 
平成 年 ６月（１週間） △△工業：作業場の掃除，鉄筋への部品付け（６ｈ） 
作業耐性は充分でなく，作業内容によって，上手に手を抜くといったようなことがみられた。…部品を取り付け
る簡単な軽作業は，作業理解もよく，スピードも速い。 
平成 年１１月（２週間） ○○商店：日用食料品の整理，積み下ろし（７ｈ） 
  物流の仕事に対する興味や関心が認められた。体力的には，この時期であれば可能であった。… 
平成 年 ６月（２週間） □□屋：配送品の仕分け，伝票整理の補助など（８ｈ） 
  学校での事前の指導で県内の地名を覚え，実習では意欲的に仕事に取り組むことができた。仕分けは正確にでき，
丁寧に仕事に取り組めた。 
















































        Table2-2-3-2  個別の教育支援計画（卒業後の生活に向けての支援計画）                                      
更新日：平成 年３月 
本人の氏名：B  （      ） 生年月日：昭和 年 月 日（ ） 記入者名： 









 b.障害者職業センターの支援を受ける（ワークトレーニング：３月）  













進路先 地域 就労支援機関 学校 
【連絡先】 











































































































































         Table2-2-3-3  個別の教育支援計画に対する事業所担当者の評価                                         
１．雇用の際に事業所に対して提供される「卒業後の生活に向けた支援計画」のような資料は必要である。 
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３）文部科学省（2009）特別支援学校幼稚部教育要領 小学部･中学部学習指導要領 高等 
部学習指導要領. 
４）文部科学省（2009）特別支援学校幼稚部教育要領解説 総則編（高等部）. 
５）文部科学省（2012）学校基本調査．学校基本調査  > 平成２３年度  > 初等中等教育機関・ 
































































































































Table2-3-2-2 に示した。支援シート①は 200Y 年 10 月（入社 2 年 6 ヶ月目）、支援シート

































  Table2-3-2-1 支援シート①における支援内容およびシートの実際（抜粋）                               
・職業生活に対する評価          ・家事の分担に関する評価 
・金銭管理等の生活技能向上の必要性    ・生涯学習に関する意識づけ    
・母親の理解に関すること 
 














  Table2-3-2-2 支援シート②における支援内容およびシートの実際（抜粋）                                        
 ・母親の理解に関すること     ・自己の理解に関すること 
 






































下線   は D さんの抱える困難さ、あるいはそれらに対する支援者の認識を、    
下線  は困難さの消失、あるいは状況の好転を示している。 





記録 8（入社 5 日目 200W 年 3 月） 
アフターケアー担当者が支援に向かうと、D さんは仕事を終え、退社するところだった。
           Table2-3-3-1  D さんの支援計画（抜粋）                                           
作成日： 年 月 
氏名： D 生年月日：    （性別） 記入者名：  









進路先 家庭 就労支援機関 学校 
【連絡先】【担当者】 【連絡先】【支援者】 【連絡先】【担当者】 【連絡先】【担当者】 
 
最寄りの駅・バス停 □□バス ○○団地 
通勤方法 （平日・往路）自宅;7:30･･･徒歩･･･○○駅―△△線―□□駅･･･ 
運賃 △△電車（片道）○○円 □□バス（片道）◇◇円の半額 














































Table2-3-3-2 は、D さんに行った 1 年間の支援の回数、支援の担当（関係）者および支
援の内容を示したものである。8 週、23 週、44 週の支援は、計画的なフォローアップによ
るものである。9～22 週、及び 24～43 週については、フォローアップの計画になかったた
め、支援を行っていない。 





































1 2 3 4 5 6 7 8 9 23 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 　就業期間（週）
【具体的・直接的支援】
振る舞い ◇ ○ ○ ○
○ □
助言 ◇ ◇ ◇ ◇ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ □ △ □
確認 ◇ ◇ ◇ ◇ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ □
相談 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□
【準備的・間接的支援】
検討 ◆ ◆ ◆ ■
依頼 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
説明 ● ● ● ■
■ ■ ■
▲ ▲
確認 ● ■ ■ ■
▲
【支援者】
◇ アフターケア ◆ 教員・教員（例えば進路担当と養護教諭等）
○ 進路担当者 ● 教員・保護者
□ 高等部主事 ■ 教員・企業の総務担当者













































































下線   は再確認できた、あるいは新たに浮上してきた D さんの抱える困難さを示し
ている。 
記録 25（入社 2 年 5 ヶ月目 200Y 年 9 月） 







記録 26（入社 2 年 6 ヶ月目 200Y10 月） 









記録 27（入社 3 年 4 ヵ月目 200Z 年 7 月） 



















































        Table2-3-3-3 支援シート②に対する回答（抜粋）                                      
自己の理解に関すること         母親の理解に関すること 
     ・自分ががんばっているところは     ・お母さんの好きなところは 
       →お手伝い，同僚との会話        →優しいところ 
     ・自分が直したいところは        ・お母さんに直して欲しいところは 
       →母への暴言              →自分のことを認めて欲しい 
                          ・お母さんに言いたいことは 
                           →弟の面倒，お手伝いありがとう 





また同僚の D さんに対する理解が深まったことによる可能性も考えられる。教員が D さ
んと面談していたのは、従業員が共同で使用する休憩室兼食堂であった。教員の言葉かけ
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連絡が学校に入った。E さん自身が B 社に連絡し面接日の調整をする必要があるという
ことであった。ハローワーク担当者が E さん宅に電話したが不通になっていたので、学






































記録３２：進路担当者が H 社を訪問し、E さんの雇用について相談すると、ハローワーク
を通じて雇用を検討してくれることになった。進路担当者が E さん宅に連絡すると、仕
事の内容と適性を自分で判断し、H 社への就職を希望した。保護者も H 社への就職を望
んでいた。 
記録３３：ハローワーク担当者から E さんの H 社でのトライアル雇用が決まったと学校に
連絡があった。進路担当者が E さん宅に連絡すると、本人も保護者も喜んでいた。 
記録３４：進路担当者が E さん宅を訪問。H 社の面接の練習と待ち合わせの確認をした。





記録３７：進路担当者とアフターケアー担当者が H 社を訪問。欠勤なく、真面目にがんば 
っており、作業スピードはまだ少し足りないが、仕事が丁寧で正確であるという担当者
からの評価を受けた。 
記録３８：H 社より E さんがトライアル雇用から正式採用になったと連絡を受けた。 
 















































































































































































































































                Table2-5-2-1 進路学習の授業案                                           

































































                                                 








































                Table2-5-2-2 進路学習の授業案                                           
（実践例３）現場実習報告会  
第３時 






























































































                                                
































報と呼ぶことにする。教材と提供情報の例を Table2-5-2-4 に示した。 
ワークシートについては、自分の考えが自由に記述できるように記入スペースを大きく
とったものと、段階評価を記入するものを用いた。自己評価を５段階で記入するワークシ









実践例２〔自分について…〕      指導内容『自己理解』 
 ・自分についての認識を深める（得意なこと、苦手なことの視点から） 
 ・友だちについても考える 




実践例４〔卒業後の私 第２時〕    指導内容『職業』 
 ・就労に対する意識を高める。 
 ・社会人としての自覚を育む。 
実践例５〔卒業後の私 第３時〕    指導内容『職業』 
・就労に対する意識を高める。 
 ・社会人としての自覚を育む。 







































         Table2-5-2-4 進路学習の教材と情報提供の例                                         
 


















上段は、実践例２「自分について」（一般的な情報）  下段は、実践例４「卒業後の私」（中間的な情報） 
    Table2-5-2-5 進路学習に用いた自己評価のためのワークシートの例                                        
 





おもう    すこしおもう   どちらともいえない   あまりおもわない   おもわない 
１ 現場実習報告会では，自分の仕事のことを，しっかり報告できた。 
おもう    すこしおもう   どちらともいえない   あまりおもわない   おもわない 
84 
 










































































              Table2-5-3-1 授業者による授業の記述                                              
実践例１〔先輩たちのある日、ある時〕 






























































              Table2-5-3-2 授業における生徒の記述                                              
ⅰ 実践例１〔先輩たちのある日、ある時〕 
先輩たちの生活で興味あること          自分が過ごしたい余暇 
生徒 F：同窓会遠足、同窓会クラブ、       ①無回答 
      車の免許、忘年会、青年学級       ②本を読む、ワープロをする、ゲームをする 
生徒 G：レザークラフト、青年学級、       ①無回答 
      バイクの免許、忘年会          ②友達と遊ぶ、スポーツの試合に行く 
生徒 H：バイクの免許、レザークラフト、     ①無回答 
      忘年会                 ②洗濯する、テレビを見る、布団をひく・あげる、マン 
ガを読む 
ⅱ 実践例２〔自分について…〕 
友達の得意なこと             自分の得意なこと        自分の苦手なこと 
  生徒 F：①無回答             ①無回答            ①仕事が遅いって言われる 
②無回答             ②パソコン普通だよ        から、それかな 
 生徒 G：①無回答             ①無回答            ①無回答 
     ②Ｃくんは野球がうまい      ②柔道かな           ②無回答 
 生徒 H：①無回答             ①無回答            ①無回答 
     ②Ｂくんはサッカーがうまい    ②窓拭は早いけど…       ②人前でしゃべること 
ⅲ 実践例３〔現場実習報告会〕 
しっかり報告できたか          みんなが聞いてくれていたか 
生徒 F：肯定（理由；ここに就職したいと言えた）  どちらともいえない→肯定（理由；G くんの意見を聞い
て、ＶＴＲを見直して） 
  生徒 G：やや肯定（理由；他の人の反応が少なかった）どちらともいえない→肯定（理由；F，H くんの意見を
聞いて、ＶＴＲを見直して） 
  生徒 H：肯定（理由；写真を見せて仕事を言えた）  やや肯定（理由；写真をよく見てくれていた） 
ⅳ 実践例４〔卒業後の私 第２時〕 
「仕事」に関する文の数    記述内容        
生徒 F：  ０→２           仕事への意欲 
  生徒 G：  ０→１           仕事に対する姿勢 
  生徒 H：  １→５           仕事の内容、仕事への意欲 
ⅴ 実践例５〔卒業後の私 第３時〕 
       記述された文の数  内容に見られるテーマ数  記述内容 
生徒 F：  ６→１０      ４→６          仕事への意欲、通勤、人間関係の構築など 
  生徒 G：  １→６       ２→４          仕事の内容、人間関係への不安、余暇など 
  生徒 H：  ７→１４      ５→６          新入社員の気持ち、対人的な期待など 




























































「現場実習報告会」という名称は W 校における学習活動の呼称である。W 校の資料につい
ては、校内の呼称名をそのまま使用している。 
 


























































































































































































































































































































































































































                                                   
 


























































































  行っていた。 
Ｃ． 初めは１０枚ずつ正確に数えることができていたが，１時間以上続くと間違えることもみられるようにな 
  った。 
Ｄ． 初めて接したセンターの職員や他の団体のボランティア（以下，他のボランティアとする）に教えてもら 
  ったことはよく守り，分からないときは尋ねるなどしていた。 
〔１年目の学習〕社会福祉施設でのボランティア体験学習 
Ｅ． 初めのうちは教えてもらったことが十分に理解できていないにも関わらず，質問することができない生徒 
  もいた。入園者へのあいさつも小声でしか言えず，緊張していた。その後，時間がたつと施設職員とのやり 
  とりもできるようになり，入園者へのあいさつの声も大きくなった。 
Ｆ． 男子生徒がおこなった入園者の居室の掃除は，掃除機，ガラスクリーナーなど学校で普段使い慣れている 
  ものばかりであったので，戸惑わず取り組めていた。 
Ｇ． 女子生徒がおこなった衣類の整理は，入園者一人ひとりのカゴへの分類，タンスへの整理などが少し難し 
  く，他のボランティアに一つひとつ教えてもらっていた。 
〔２年目の学習〕ボランティアセンターでのボランティア体験学習 
Ｈ． 他のボランティアにテレホンカードや古切手の整理の仕方を教えてもらったり，尋ねたり，一緒に考えた 
  りするなどやりとりが多く見られた。 
Ｉ． テレホンカードの絵柄には大変興味を示し，切手にも興味を示した。テレホンカードや切手の絵柄につい 
  て他のボランティアと話をしながら活動していた。 
Ｊ． コーヒータイムでは，コーヒーを入れたり，運んだり，砂糖が必要かどうかを他のボランティアに尋ねた 
  り積極的に活動していた。 
Ｋ． 収集箱の作製では，生徒がアイデア（「貯金箱のような感じ」「電車に似せて作りたい」など）を出し，そ 
  れに向けて彩色や造形などについて他のボランティアといっしょに協力し，作っていた。 







































            Table3-1-3-2 授業のＶＴＲに対する批評の概要                                       
〔１年目の学習〕ボランティアセンターでのボランティア体験学習 
ａ． ボランティア活動に関する話は，当日の活動以外のものも多く，リーフレットをもとにした説明が難しかっ 
  たのではないか。 
ｂ． テレホンカードは１００枚の束にしなければならないが，１０枚ずつ数えたことで，どの生徒も取り組むこ 









  はないか。 
                                               






























































             Table3-1-3-4 学習活動に対する生徒の評価                                       
〔１年目の学習〕 
 ボランティアセンターでのボランティア体験学習    肯定  やや肯定  やや否定  否定 
 （社会福祉施設でのボランティア体験学習） 
  活動は楽しかった                 8(8)   1(0)     0(1)   0(0) 
  一生懸命活動した                 9(8)   0(1)     0(0)   0(0) 
  活動内容は分かった                4(7)   5(2)     0(0)   0(0) 
  機会があればまたしたい              8(5)   1(2)     0(1)   0(1) 
〔２年目の学習〕 
 ボランティアセンターでのボランティア体験学習    肯定  やや肯定  やや否定  否定 
  活動は楽しかった                  9     0      0    0 
  一生懸命した                    5    4      0    0 
  活動内容は分かった                  7    2      0    0           
   機会があればまたしたい               8    1      0    0         
  自分からすすんでした                3    4      0    2 
  他のボランティアと活動して楽しかった        8    1      0    0 
  他のボランティアとまた活動したい          9    0      0    0 
                                               
        Table3-1-3-5 批評者による学習活動に対する社会的妥当性の評価                                       
ボランティアセンターでのボランティア体験学習    肯定  やや肯定  やや否定  否定 
   （社会福祉施設でのボランティア体験学習） 
    楽しそうに活動している             30(3)   7(18)    0(16)   0(0) 
    熱心に活動している               19(28)  14 (8)     2 (0)   2(1) 
     活動内容を理解している              8(18)    23(17)        6(2)      0(0) 
    活動内容はふさわしい              25(21)    11(15)        1(1)      0(0) 
    活動場所はふさわしい              23(21)    14(12)        0(2)      0(2) 


















































































































































































































































































































                Table3-2-1-2 授業実施までの経過                                               
進路学習の年間指導計画の作成 
  （題材名）就労と職業センター（１学期） 
      地域障害者職業センターによる職業ガイダンスを授業として設定することを計画 
する。 
   （題材名）働くための相談Ⅰ（２学期） 
   （題材名）働くための相談Ⅱ（３学期） 
         ＊ここでは，年間指導計画の中から「地域障害者職業センター」に関するも
のだけを記載している。 
職業ガイダンスの担当カウンセラーとの協議① 






    生徒の参加方法を検討する。参加希望者を募ることにする。 
職業ガイダンスの担当カウンセラーとの協議③ 











































    Table3-2-1-3 授業案における実態把握，授業意図，本時の目標及び授業の様子                                               





























































































































              Table3-2-1-4 第１時、第２時の授業の展開                                               









































卒業後の進路について考   ・プレゼンテ 
える             ―ション映 
像やビデオ 
卒業後の就労先について    など視覚的 
知る             な手がかり                
               を取り入れ 
基本的な労働習慣について   た教材を用 
知る             いる。 
              ・指導者Ｃが 
職業センターのサービスに   中心となっ 
ついて知る          て，指導を        
企業の求める人材について   行う。 
知る            ・指導者Ｄは  
               机間指導を 
家庭での就労に向けた取り   し，必要に 
組みの必要性について知る   応じて生徒 
               の発言を促 
センターの利用方法につい   す。 












































                                                                           









         Table3-2-1-5 授業（第２時）についての生徒の評価                                             
                 肯定  やや肯定  どちらでも やや否定  否定 
カウンセラーの話を聞いてよかった  ３    ２     ０     ０     ０ 
カウンセラーの話をまた聞きたい   １    １      １     ０     ２ 
これからも進路の勉強をしたい    ４    １      ０     ０     ０ 
                                                   
                                                      
 
























































































































































































































































































































          Table3-2-2-1 授業研究の過程と研究の手続き                                            
 
                                             


























































































































  ②指導体制 
第１時から第４時までは指導者１名で指導を行った。第５～９時の見学については進路






























































































































































                                             
 







































 Table3-2-2-3 「働く生活を支える生活」学習計画における活動の流れ（第４時～第９時）                                           


































































                                             
 













































































             Table3-2-2-4 授業者による授業の記述                                             
〔先輩たちのある日，ある時〕 











Ｅ． 仕事に関する悩みや問題を解決する方法をしっかり考えようとしていた（生徒 F，G，H）。特に F
くんは授業が進んでいくと，画面を見て自分の考えを発言するようになった。しかし，G くんは先輩の
３例目になると，集中できなくなってきた。 









としなかった。G くんと H くんは１度使うことが分かると，パソコンで確認しながら略地図をつくっ
ていた。 






























































ｈ． 生徒の個性が余暇の選び方にでている（生徒 F，G，H）。 



























































            Table3-2-2-6 授業における生徒の記述                                             
ⅰ.〔先輩たちのある日，ある時〕 
先輩たちの生活で興味あること          自分が過ごしたい余暇 
生徒 F：同窓会遠足，同窓会クラブ，       ①無回答 
      車の免許，忘年会，青年学級       ②本を読む，ワープロをする，ゲームをする 
生徒 G：レザークラフト，青年学級，       ①無回答 
      バイクの免許，忘年会          ②友達と遊ぶ，スポーツの試合に行く 
生徒 H：バイクの免許，レザークラフト，     ①無回答 
      忘年会                 ②洗濯する，テレビを見る，布団をひく・あげる，マ
ンガを読む 
ⅱ.〔どんな余暇の過ごし方に興味がある〕 
自分が興味あること               自分が興味あること（ベスト５） 
  生徒 F：英会話，パソコン講座，博物館      ギター，車の免許，マジック，英会話，同窓会クラブ 
講座，ギター，マジック 
生徒 G：太極拳，アスレチックナイト，      バドミントン，太極拳，スポーツの試合に行く，バ 
バドミントン              イクの免許，忘年会 
 生徒 H：イタリア料理，バドミントン       バイクの免許，イタリア料理，マンガを読む，忘年会， 
                         バドミントン 
ⅲ.〔仕事のトラブル！「ＳＯＳ」〕 
ジョブコーチの支援       職業指導       ワークトレーニング 
生徒 F        正答            正答            正答 
     生徒 G        誤答            誤答            正答 
     生徒 H        誤答            誤答            正答 
ⅳ.〔W 市の職業センター＆ワークトレーニング社の見学とまとめ〕 
職業カウンセラーの説明から聞き取りができた内容 
  職業指導（ ）   職業評価（GH）   職業相談（GH）   ジョブコーチによる支援（FGH） 
  ワークトレーニング（FGH）   ワークトレーニング社（FGH）   職業適性検査（FH） 
                                            
※「先輩たちのある日，ある時」における①は学習の導入部分で行った質問に対する回答，②は学習のまとめ部
分で行った質問に対する生徒の回答を示す。 

































































































































































































第 1章 本研究の要約 
 










































































第 2章 知的障害特別支援学校における新たな課題 
 

































第 1 歩としてきわめて重要な活動である」と述べ２８）、生徒の自己理解に必要な“自身の能 
                                              
 
                                              

































































































































                                         
 
                                        
Fig.4-2-3-1 対象者の就労支援経験（年数）と各人数 
                                          
 








































         Table4-2-3-1 因子分析結果（バリマックス回転後の因子負荷量）                                                                              
 
                                                  
 
 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性
本人による曖昧な言語指示の理解の困難さの自覚 .83 .15 .27 .78
本人による感情コントロールの困難さの自覚 .82 .08 .22 .73
本人による人間関係の困難さの自覚 .82 .17 .17 .73
本人による仕事の習得ペースの遅さの自覚 .78 .38 -.23 .81
本人による新しいことへの抵抗感の自覚 .76 .34 .08 .70
本人による明文化されていないルール理解の困難さの自覚 .76 .21 .24 .67
本人による非言語的なコミュニケーションの困難の自覚 .75 .22 .30 .69
本人による対人面でのストレスの自覚 .74 .06 .23 .60
本人による興味の偏りの自覚 .73 .38 .12 .70
本人による複数の指示の理解の困難さの自覚 .72 .13 ..31 .64
本人による作業スピードの調整の苦手さの自覚 .51 .50 .12 .53
本人による規則を守る几帳面さの自覚 .13 .82 .06 .69
本人による仕事へ取り組む姿勢の真面目さの自覚 .14 .72 .35 .66
本人による細部への注意、集中が優れていることについての自覚 .23 .67 .33 .61
本人による視覚化されたヒントでの理解促進の自覚 .20 .37 .64 .59
本人による短い言葉での指示の理解促進についての自覚 .32 .22 .60 .51
因子寄与 6.43 2.65 1.56 10.63










析、及びそれらと就労支援経験との関連の 2 つの視点から行った。 
まず、就労支援者が重視する職業生活に関わる発達障害者の自己の理解については、「思
う」から「思わない」までの回答をそれぞれ順に、5､4､3､2､1 として得点化した。その上
で、統計解析パッケージ SPSS for Windows 14.0J を使って、主因子法により因子分析を行






し、3 年以上の支援経験を有する者を「就労支援経験年数長群」（計 26 名）として 2 群に分
けた。そして、就労支援経験年数短群と長群の各尺度の平均値を算出し、t 検定を実施した。 
 









子寄与および累積寄与率を Table4-2-3-1 に示した。なお、回転前の 3 因子で 16 項目の全分
散を説明する割合は 72.86％であった。そして、抽出された因子は、「問題の認識」（第 1 因
子）、「勤労に資する姿勢の所有」（第 2 因子）、「補完の方略」（第 3 因子）と命名できた。 
α係数値は、第 1 因子に基づいて作成した尺度(11 項目)が.953、第 2 因子に基づいて作







援経験年数短群と長群の各尺度得点について t 検定を行った（Table4-2-4-1）。 
第 1 因子については、就労支援経験年数長群よりも短群の方が 5％水準で有意に高い得点
































    Table4-2-4-1 経験年数の短群・長群別の平均値と SD およびｔ検定の結果                                       
 
                                            
平均 SD 平均 SD ｔ値
問題の認識（第1因子） 4.23 .64 3.52 .99 3.06
勤労に資する姿勢の所有（第2因子） 4.21 .72 3.99 .80 1.07
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第 3章 まとめと今後の展望 
 


































                                          
 
                障害者職業カウンセラー 
                  事業所の担当者 
     保護者          ジョブサポーター 等 
 
                        企業への就労 
                        追指導 
                        離職 
                        就業体験 
                        進路学習 
 
   
当事者（生徒）      教員（進路担当者、授業者等） 
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